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■金額 � 1,651,800 円
■件数　（普通会費等）� 3,360 件
　　　　（賛助会費）� 39 件
■使途

事業費 ( 広報・社会福祉大会開
催・献血推進・組織活動助成・在
宅高齢者福祉推進・地域福祉活動
推進・災害時用消耗器具整備等 )
および、事務費 ( 消耗品費・印刷
製本費等 ) として活用させていた
だいています。
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皆様方におかれましては、健やかに新年をお迎えのこととお慶びを申し上げます。
旧年中は、石井町社会福祉協議会に対し、温かいご支援ご協力を賜りありがとうござい

ました。
社会福祉協議会は、住民主体による地域福祉の推進を図ることを目的に活動する組織で、

民間の福祉活動を総合的に推進しております。
昨年元旦に発生した能登半島地震では、当協議会の職員２名を珠洲市災害ボランティア

センターに派遣しました。被災地での経験を石井町の皆様方にお伝えし、情報を共有し、
今後の防災・減災対策に繋げてまいりたいと考えています。身近に頻発している自然災害、
今後必ず起こる「南海トラフ巨大地震」に向けて、地域の絆を強め、災害に強いまちづく
りを進めてまいります。

また、当協議会は、町民の皆様に寄り添った施策の展開に取り組み、将来に希望を持ち、安心して暮らし続
けることができるよう、引き続き住み続けたい町の実現を継続していきます。

高齢者や障がい者の方々をはじめ全ての人々が安心して安全に暮らせる「人にやさしいまち、人にやさしくな
れるまち」を築くために、「地域の福祉は地域の中で相互に助け合う共助の精神」を基本に、地域福祉の充実に
務めてまいります。

さらに、地域における深刻な生活課題や社会的孤立や成年後見利用促進等の新しい地域福祉の課題に対して、
幅広く目を向けて受け止め、それらの解決に向けて、民生委員・児童委員、ボランティア、NPO 団体、福祉施設、
行政機関等と連携を図り、地域住民の方 と々役職員一丸となって取り組んでいるところでありますので、今後とも、
皆様方のご協力と積極的な参画をいただけますよう、よろしくお願いいたします。

結びとなりますが、皆様方のご健勝・ご多幸を心からご祈念申し上げまして新年のご挨拶といたします。
本年もどうぞよろしくお願いいたします。

ごあいさつ 社会福祉法人石井町社会福祉協議会 小　林　智　仁会 長

歳末たすけあい募金

社会福祉協議会会費

日本赤十字社費

赤い羽根共同募金

昨年 12 月に実施した「歳末た
すけあい募金」では、町内の公
共施設や店舗等、合計 35 カ所に
募金箱を設置していただいた他、
12 月 21 日にはフジグラン石井
で街頭募金を行いました。

　♥たくさんの方々のご協力
　　ありがとうございました♥

■金額� 1,739,300 円
■件数� 3,400 件
■使途

全額を日本赤十字社へ納付し、
納付額の 9% は交付金として石井
町分区に交付されます。

災害救護活動、災害時用の移動
炊飯釜や専用鉄板、簡易テント、
段ボールベッドの配備、AED 設
置、火災や水害に対する救援物資
や見舞金の支援等として活用され
ています。

■金額� 1,731,300 円
■件数� 3,439 件
■使途

全額を共同募金会へ納付し、納
付額の 55% は交付金として石井
町支会に交付されます。

広報事業、心配ごと相談事業、
啓発普及事業、高齢者・障がい児
( 者 )・青少年健全育成・更生保
護・地域福祉推進の活動支援等に
活用させていただいています。

募集に際し、ご協力いただきました皆様、また各戸を訪問していただいた地区役員の皆様に厚くお礼申しあげます。
（令和7年1月15日現在の募金額）

■募金額　365,384円
(街頭募金52,650円含む)
■使途
要援護世帯の方々への配分、児童
社会奉仕活動、児童・生徒福祉活
動、高齢者配食サービスのために
活用させていただきます。
■募金をいただいた方々
一金� 14,000円

高原壮年会
一金� 12,288円

石井町藤クラブ
一金� 10,000円

石井地区民生児童委員会／浦
庄・藍畑・高川原各地区女性
の会／石井町消費者協会

一金� 5,000円
浦庄・高原・藍畑・高川原各
地区民生児童委員会／ちー
きーず／浦庄献血グループ／
高原地区藤クラブ／浦庄ボラ
ンティアクラブ

（その他）
鎌田尚之／大久保愛子／阿部
千惠子／笹田典子／高石椙子
／陽明流瑞顕会石井支部／Ｓ
Ｖクラブ／惠川眞理

（順不同･敬称略）

社会福祉協議会会費／日本赤十字社費／赤い羽根共同募金／歳末たすけあい募金のお礼
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【令和 6 年 7 月 ~12 月】
◆寄付金◆
一金� 81,755 円
　　横山正明様
一金� 104,543 円
　　石井町ゴルフ連盟様
一金� 20,000 円
　　尾関啓子様
一金� 73,750 円
　　本利寿クラブ様
一金� 50,350 円
　　石井町農産物品評会様
　社会福祉の推進の為に、有意義
に活用させていただきます。

◆寄贈品◆
◎チャイルドシート、食料品、

日用品など
住民の方々への貸出や、必要と

される方へのお届け等として、有
意義に活用させていただきます。

♥～♥～♥～♥～♥～♥～♥～♥
多くの方から「やさしいこころ」を

お寄せいただき、
ありがとうございます

♥～♥～♥～♥～♥～♥～♥～♥

善意銀行への預託
（寄付金・寄贈品）のお礼

赤十字奉仕団《炊き出し訓練》

昨年 11 月 8 日、あわぎんホー
ルにおいて、標記大会が開催され、
永年にわたり社会福祉の推進に功
績のあった方々に表彰状が授与さ
れました。

石井町社協から推薦し、表彰を
うけられた方々です。( 敬称略 )

【名誉大会長表彰】
《社会福祉事業功労者》
　高川原　　一　宮　史　郎
　高　原　　島　野　政　勝
《ボランティア功労者》
　浦　庄　　山　本　悦　子
　藍　畑　　生　茂　房　恵
　藍　畑　　佐　野　信　子
　藍　畑　　多　田　洋　子
　藍　畑　　日　野　文　子
　高川原　　中　野　祥　子
　高川原　　田　中　明　美

第６８回徳島県社会福祉大会

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

《ボランティア功労団体》
　浦庄ボランティアクラブ
　高原壮年会
　特定非営利活動法人四季の会

【大会長表彰】
《民生委員・児童委員功労者》
　浦　庄　　西　川　貫　一
　高川原　　近　藤　千鶴子
《社会福祉事業功労者》
　石　井　　吉　田　　　繁
　高　原　　粟飯原　奈穂美
　高　原　　齋 藤 　浩・きよの
　高川原　　河　野　通　俊
《ボランティア功労者》
　石　井　　辻　冨　久　美
　石　井　　田　北　千代子
　浦　庄　　鎌　田　好　美
　藍　畑　　小　川　房　代
　藍　畑　　佐　野　愛　子

　藍　畑　　綱　木　栄　子
　高　原　　山　口　信　義
　高川原　　中　野　美恵子
　高川原　　齋　藤　照　彦
《ボランティア功労団体》
　石井町ひよこクラブ
《自立生活の模範となる者》
　石　井　　笠　井　敏　子
　おめでとうございます。
　今後益々のご活躍をお祈りいた
します。

防災や減災について家族や身近
な人と相談したことはあります
か？災害時に大切なことは自分や
家族など大切な人の命を守ること
です。

近い将来に起こると言われてい
る南海トラフ巨大地震や他の大規
模な災害など、いざという時に備
え、昨年 12 月、高川原分館で石
井町赤十字奉仕団の皆さんが、日
本赤十字社徳島県支部から石井町

へ配備された災害用移動炊飯器に
取り付けられる「専用鉄板」を使っ
て、焼きそば、焼きいも、ホット
ケーキを作りました。

日本赤十字社からは災害時用
に、移動炊飯器（大釜、鉄板）、
段ボールベッド等が各市町村に配
備されており、その財源は住民の
皆様から寄せられた赤十字活動支
援費（日赤社費）が活用されてい
ます。ありがとうございます。

「専用鉄板」を使用した炊き出し訓練の様子が、石井 CATV の「小林町長の
まちを歩けば」で 1/31 ㈮、2/1 ㈯に放送されます！是非、ご覧ください！
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◆体育大会◆
10 月 21 日㈪に飯尾川公園グラウンドで開催しました。
ラジオ体操・踊り・スポーツ体験コーナーに加え、今年度も得点種目として地区別対抗「輪投げ」「かご

まり入れ」を実施しました。
結果、優勝は高川原地区、準優勝は藍畑地区、3 位浦庄地区、4 位高原地区、5 位石井地区でした。約

300 名が参加し、楽しい大会となりました。

◆健康ウォーキング大会◆
11 月 18 日㈪に飯尾川公園グラウンド

に約 260 名が集まりグラウンド外側 ( 約
840m) を自分のペースで歩きました。

◆藤クラブ「第 1 回ボッチャ大会」◆
初めての大会を 10 月 13 日㈰に前山体育館で開催

しました。8 チーム 24 名が集まり、地区対抗戦を行っ
た結果、藍畑が優勝しました。

☆ボウリング大会☆
2 月 14 日㈮ 14：00 ～
ぽっぷ・ジョイ石井で開催予定
参加者全員に記念品あり (^^ ♪
申込締切日は 1 月 31 日㈮・先着 50 名
会員みなさんのご参加をお待ちしております。

◆高齢者自転車安全運転競技大会◆
　10 月 26 日 ㈯ に 松 茂 町
の徳島県運転免許センター
で実施され、県内各地より
12 チームが参加しました。
徳島名西警察署の方々より
ご指導いただき練習に励ん
だ結果、準優勝しメダルを
獲得しました。

◆部活動◆
【レクリエーション部・カラオケ部】
〇第 41 回芸能大会・9 月 13 日㈮・石井分館

【カラオケ部】
〇第 90 回カラオケ大会・11 月 8 日㈮・高原分館

【グラウンドゴルフ部】
〇秋季大会・9 月 2 日㈪・前山グラウンド
　1 位 : 秋山旭、2 位 : 西尾初枝、3 位 : 坂本貞一
〇町老連会長杯・12 月 9 日㈪・前山グラウンド
　1 位 : 阿佐謙吾、2 位 : 角田靖孝、3 位 : 坂本貞一
☆石井町長杯・2 月 3 日㈪に開催予定

【女性部・レクリエーション部】
〇研修会
　12 月 11 日㈬・浦庄分館
　各地区の部長が集まり、情報交
換や協議の後、輪投げ等のレクリ
エーションを楽しみ、交流を深め
ました。
☆講習会
　2月7日㈮・地域防災交流センター
　身近な詐欺被害防止についての
講習とカラーサンド講座を開催する予定です。

藤 ク ラ ブ 通 信

◆会員募集中◆
地域の仲間と一緒に楽しく

活動しませんか？
年会費は、５００円です。

石井町藤クラブ
( 石井町老人クラブ連合会 )
　　 事 務 局
　　　電話 :088-674-0139
　　　FAX:088-675-2655

左から 福生 量雄、小林 泰政、大西 隆夫（敬称略）
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※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

11 月 16 日㈯・17 日㈰に岡山県
で開催された学童保育研究集会に
参加して、貴重な経験をさせていた
だきました。

全国的にも保育環境や支援員の
労働条件は、未だ良くならないのが
現状です。学童保育のニーズは増え
る一方、課題は山積し立ち遅れてい
るのはなぜなのか。それは、行政と

12 月 25 日㈬「やったー！ダブ
ルリーチ！」「もう少しでビンゴ！」
室内に子どもたちの元気な声が響
きます。普段は校庭で日が沈むま
で遊ぶ子どもたちも、今日は「学
童お楽しみ会」のビンゴ大会と学
年別スイーツデコレーションを室
内で楽しみました。毎年恒例の手
作りツリーとクリスマス飾りが室内
を一層盛り上げてくれました。

晴天に恵まれた 11 月 3 日㈰に
福祉会館祭が開催されました。

地域交流を深めあう行事とし
て、オカリナ演奏、勇獅子、高川
原幼稚園児の可愛らしいお遊戯、
ちびっこ相撲、高川原小学校児童
の金管バンド演奏がありました。
学童を利用している子どもたちも
多く参加していて、いつもと違う
子どもたちの様子を見ることがで

現場との連携不足、支援員の仕事
への誤った認識が要因とも言われて
います。

石井町では、運営主体の社協・
石井町・学童との連絡会を毎月行う
等、協力体制も万全である事が、何
より安心に繋がっていると思います。

保育の質や支援員の専門性も問
われていますが、専門職としての職

景品を選んで大いに盛り上がっ
たビンゴ大会の後は、いよいよス
イーツデコレーション。と行きたい
ところですが伝言ゲームを一つ行
いました。各学年の伝言をつなげ
ると…「冬休み／学童クリスマス
／楽しかった？／やったー！／イェー
イ！」「今度の／ビンゴ大会の／プ
レゼント／リクエスト募集中！／何
がいい？」に子どもたちから「ノー

務を全うできる環境であるのかとい
う不安がある以上、解決は困難をき
たしています。今後、連絡会の協議
内容も見直し、現状の課題に前向き
に取り組むことが重要だと改めて実
感しました。

安全で安心できる学童保育にする
為に、研修を重ね自己研鑽に努めて
参りたいと思います。

ト！」「手袋！」と静かだった室内
が再び元気な声でいっぱいになり
ました。

さて準備が整い、お待ちかねの
スイーツデコレーションです。思い
思いのトッピングでデコレーション
を楽しみ、世界に一つだけのスイー
ツにお互い「それいいなぁ」「上手」
と褒め合いながら舌鼓を打ちまし
た。寒さが吹き飛ぶひと時でした。

き、とても有意義で楽しい時間を
過ごせました。

高川原なかよしクラブからは、
2 名の支援員が喫茶コーナーを担
当させて頂きました。事前の買い
物、子どもたちと一緒にした看板
作りを通して「これ何～、絶対行
く～」と福祉会館祭の事を知る
きっかけにもなりました。

最後は、人権もちなげがあり、

子どもから大人まで大変盛り上
がっていました。

これからも地域と係わりを深め
ながら、子どもたちと共に、交流
をしていけたらと思います。

学 童 保 育 ク ラ ブ
学 童 保 育 研 究 集 会 に 参 加 し て

冬 休 み の 様 子

高 川 原 福 祉 会 館 祭 高川原なかよしクラブ　民　　佳　代

高原学童キッズクラブ　渡　邊　みどり

浦庄ともだちクラブ　三　賀　眞　理
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能登半島地震
「珠洲市災害ボランティアセンター運営支援」報告

昨年元旦に発生した能登半島地震の復興支援を目的と
して、全国各地の社会福祉協議会（以下、社協）が交代
で石川県内の市町村社協に職員を派遣し、本会では、8
月 1 日から 7 日まで、珠洲市災害ボランティアセンター
の運営支援に、職員 2 名を派遣し活動してきました。

珠洲市社協は、発災の翌日に珠洲市災害ボランティ
アセンターを立ち上げました。

珠洲市災害ボランティアセンターは、「ニーズ班」「現
地調査班」「オリエンテーション・マッチング班」「資
機材班」で運営されていて、私たちは現地調査班で活
動してきました。

受付をした被災者からのニーズ内容について、現地
を訪問してさらに具体的に詳しくお聞きして、ボラン
ティアとのマッチングや資機材の見立てに繋いでいき
ます。

被災者の一つ一つのニーズに寄り添い丁寧に対応す
ること、また、駆けつけてくださるボランティアの方々
の想いを大切に感謝することを、スタッフ全員が心が
けていました。

発災後 7 か月が経過していましたが、建物、道路、
ライフラインの復旧や、仮設住宅の建設、住むこと
ができなくなった家屋の公費解体等、まだまだ進ん
でいないように感じました。また、発災後、何か月
も経ってから、地震で傾いた建物が潰れたり、山や
土手の斜面が崩れたりすることも多いそうで、活動
期間中はその恐怖がずっとありました。

お会いした方々は、地域に残って生活を続けてい
る方、住まいや仕事等の理由で住み慣れたまちを離
れて暮らすという選択を余儀なくされた方、遠い
ところへ避難していて最近戻ってこられた方など
様々でしたが、大きな悲しみや喪失感、不安を抱え
ながらも、復興への道のりを力強く歩まれているこ
とを感じました。

応援派遣から戻ってきて、ボランティアグループや
各種団体、学校等で、活動報告をさせていただいてい
ます。被災地の様子をたくさんの方々にお伝えし、思
いを馳せていただくこと、また、災害を自分事として
考えるきっかけになればと願っています。そして、「未
来への防災の懸け橋」となれるよう社協全体で取り組
んでまいりますので、今後ともよろしくお願いいたし
ます。

災害ボランティアセンターでの業務

共に活動した社協職員（能登ポーズで）

ボランティアセンター全体ミーティングの様子

名西高校での活動報告

液状化で隆起したマンホール

珠洲市の様子



令和６年１２月 15 日㈰　石井町中央公民館いしい藤ホール
を会場に「第 25 回 石井町親子クリスマス会」を開催しました。
当日は、名西高校オーケストラ部による歌や演奏・パパ COME 
ON!! によるステージ・保育士ヒーローブレイクによるヒーローショーを
楽しみ、最後には会場全体でクリスマスソングを歌いました。

出演者やボランティアたちが子どもたちと一緒になり、歌やダンス、
　　　　ヒーローショーで盛り上がり、とても賑やかなクリスマス会に
　　　　なりました。
　　　　　前日や当日にお手伝いいただいたはぐくみ子育て応援団の会員の
　　　　方々、中学・高校生のボランティアの皆様、
　　　　　ありがとうございました。
　　　　　　お世話になりました。
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第 25 回 石井町親子クリスマス会

制服 や 体操服などのリサイクル をしています！

もったいない から ありがとう へ！

♥♥♥生活支援物資提供のお礼♥♥♥

・卒業で不要になった
・サイズが合わなくなった

制服や体操服などはありませんか？
（石井町社協で受け付けています。）

お持ちいただく際は
洗濯・クリーニングをお願いします。

ご提供いただいた支援物資は、支援を必要とされる方々へ直接お届けしたり、フードバンクとくし
まを通じて、こども食堂や年越し支援の活動、児童養護施設や障がい者施設、生活困窮者等の為に役
立てられたりしています。( 令和 6 年 8 月 ~ 令和 7 年 1 月 )
■ご提供いただいた方々（順不同・敬称略）
・尾関啓子　・松田智久　・岩佐伸一郎　・株式会社 祐来（お弁当提供）・宮浦朝夫　・祖上俊郎
・中川由可里　・コロコロおばちゃんの会　・高原政子　・中川保二　・金光鈴子　・桃井　淳
・遠藤良雄　・松家寛佳　・竜王百歳体操クラブ　・浦庄フレンドリーズ　・高原みんなの体操クラブ
・あいあいサロン　・下浦南楽寿会　・永寿クラブ　・白鳥えがおいきいき 100 歳体操クラブ
■フジグラン石井店でのフードドライブのご報告
・2024/7/12~2024/12/16　　総品数 601 品 / 総重量 122.5k

たくさんのご協力
ありがとうございました。
引き続きよろしく
お願いいたします。

◆ 対 象 校 ◆
保育所／浦庄・高川原・高原
保育園／光の子保育園・さくら認定こども園
　　　　いしいキッズ・気延のもりの保育園
幼稚園／藍畑・石井・浦庄・高川原・高原
小学校／藍畑・石井・浦庄・高川原・高原
中学校／石井・高浦
高　校／名西高等学校



シルバー人材センターだより
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《広報編集委員》石 井 地 区　◎山㟢　文靖　　河野　さち子　　浦 庄 地 区　　河崎　惠子　松家　美知子　　高 原 地 区　　高橋　三紀
　　　　　　　　藍 畑 地 区　　松尾　昌子　　高川原地区　　青木　明美　　◎は編集委員長

その他
・藤クラブグラウンドゴルフ部石井町長杯(2/3)

・藤クラブボウリング大会(2/14)

・藤クラブひとり暮らし高齢者友愛訪問員会(3/3)

・石井町はぐくみ子育て応援団総会(4月)

・石井町ボランティア連絡協議会総会(5月)

・みらいフェスタinいしい2025(5/18)

・石井町藤クラブ総会(5月)

・石井町女性の会・赤十字奉仕団総会(6月)

社会福祉協議会の行事予定　　令和７年 2 月〜令和７年７月
諸般の事情により変更（中止）となる場合があります。

◆第 42 回石井町社会福祉大会 (1 日 )

◆献血 ( 高川原地区 )( ９日 )

◆在宅寝たきり高齢者訪問  ◆献血 ( 石井地区 )

◆理事会  ◆評議員会

◆献血 ( 藍畑地区 )

◆監事会

◆理事会  ◆定時評議員会

◆献血 ( 浦庄・高原地区 )

◆社協だより ( 第 88 号 ) 発刊 (31 日 )

2 月

3月

4月

5月

6月

7月

◎心 配 ご と 相 談………………………毎月第２･４火曜日・9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　【2/25、3/11・25、4/8・22、5/13・27、6/10・24、7/8・22】
◎生活困り事相談………………………毎月第１･３火曜日・9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　【2/4・18、3/4・18、4/1・15、5/20、6/3・17、7/1・15】
◎高齢者・障がい者なんでも相談……奇数月・14：00～16：00　【3/11、5/13、7/8】

石井町シルバー人材センターでは会員を募集しております。
シルバー人材センターは働く事を通じて生きがいを感じていただく所です。

地域のため、人のため自分の健康のために働いてみませんか。
対象は、石井町に在住の方で原則 60 歳以上の働く意欲のある方です。
会員登録は、石井町社会福祉協議会 ( 石井町クリーンセンター管理棟 )1 階

事務所にて月曜日～金曜日 (8 時 30 分 ~17 時 15 分 ) に受付を行っています
ので、一度事務局までお越しください。簡単な説明と申込書類をお渡しします。

令和 6 年 7 月から、石井町社会福祉協議会でお世話になり、シルバー
人材センターを担当させていただいています。

前職とは全く違う職場ですが、周りの先輩方に優しく教えていただき、
困ったときも助けてもらい、今までの経験を活かしながらお客様にも、
会員様にも満足してもらえる様な仕事をしていきたいと思います。最後
に、現役は引退したけどまだまだお元気な人は是非、シルバーの会員に
なっていただきたいと思います。

働く意欲マンマンの
シルバーパワー募集中‼

石井町シルバー人材センターで働いてみませんか

吉
よし

　住
ずみ

　　徹
とおる

短時間でも

大歓迎！

☎ 088-674-7840チエブクロー


